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（通巻131号）昭和53年3月   

4月12日まで来日することが報告されてた。   

2月10日（金）  

H12月分、1月分収支計算・予算対比表の検討。  

仁）化学情報協会からの1月30日付け回答書について討   

論されたが、小委員会付託となった。  

（ヨ ディレクトリク委員会報告一校了となり、2月24   

日頃できあがる予定。600部印刷、非会員￥1，200の予   

。  

〉 
（画 文化厚生委員会報告－－一束西懇親旅行は6月9日  

（金）、10日（土）、八丈島、1人￥37，000位の予定。3月   

にゴルフ、麻雀、囲碁の催しをひらく予定。  

㈲ 懇談会は講師の都合により、4月10日（月）に開催す   

ることとなった。  

囲 ALPSP代表団と理事会との話しあいは4月4日（火）   

ひらかれることとなった。  

理事会報告   

l月26日（木）  

H ll月分収支計算・予算対比表の検討。  

（コ 懇談会を2月下旬にひらき、公正：取引委員会長谷川   

取引部長を講師として招くことに決定。  

（ヨ 化学情報協会との交渉小委員会から、同協会へ手交   

した1月17日付け申入書は月末の同協会理事会で検討   

され、その後に公式回答があるとの報告があった。  

（画 ダイレクトリイ委員会報告－－広告は40社から44ペー   

ジ（前年は33社34ページ）の申込みがあった。校正中   

である。  

CE）Pergamon Press社からの返書が検討された。  

囲 ALPSP（The Association ofLearned and Pro－   

fessionalSociety Publishers）代表団が3月30日から  

昭和52年1－12月洋書輸入通関統計とその分析  
し）  

相 良 康 明   

大蔵省関税局から昭和52年の日本貿易統計輸入品別国別表カ．ゞ発表されたので、洋書関係の数字をピックアップして  

分析を試みたい。  
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t．書革・雑誌の通関額  

（表1）昭和52年1－12月、書籍・雑誌輸入通関統計及び6年間の推移一覧表  

（単位百万円）  

商品名  昭和47年  昭和48年  前年比  昭和49年  前年比昭和50年   前年比  昭和51年  前年比  昭和52年  前年比   

書 籍  12，839   11，767   92％  16，843  143％  17，234  102％  20，035  116％  23，470  117％   

雑 誌  5，534   5，809  105％   6，818  117％   9，805  144％   6，151   63％   8，260  134％   

小 計  18，373   17，576   96％   23，661   135％  27，039  114％  26，186   97％  31，730  121％   

〔注〕1．書籍はイ反とじのもの、パンフレット及びリーフレットを含むが、マイクロフィルム顆は含ま■なし王手 ご  

雑誌は、その他の定期刊行物を含む。  
〔注〕－2．価格はCIF又はC＆Fである。（以下同じ）  

〔注〕 3ノ昭和47年までは、小額貨物は7万2千円以下が含まれずとなっていたが、昭和48年から10万円以  

下含まれずに変更されている。（以下同じ）  

（表2）昭和47－52年の上・下期毎書籍・雑誌の輸入通関統計比較表  

（単位百万円）  

期  別   書 籍  前年同期比  雑 誌  前年同期比   計   前年同期比   

昭和47．1－6月  5，925  2，473  8■，398  
7－12月  6，914  3，061  9，975   

計   12，839  5，534  18，373  

昭和48．1－6月  5，616   95％   2，732   110％   8，348   99％ 
7－12月  6，151   89   3，077   101   9，228   93   

計   11，767   92   5，809   105   17，576   96   

昭和49．1－6月  7，234   129   3，155   115   10，389   124   
7－12月  9，609   156   3，663   119   13，272   144   

計   16，843   143   6，818   117   23，661   135   

昭和50．1－ 6月  8，490   117   5，529   175   14，019   135   
7－12月  8，744   91   4，276   117   13，020   98   

計   17，234   102   9，805   144   27，039   114   

昭和51．1－6月  9，625   113   3，171   57   12，796   91   
7－12月     10，410   119   2，980   70   13・390   103   

計   20，035   116   6，151  63   26，186   97  

昭和52．1－6月  10，312   107   4，667   147   14，979   117   
7－12月  13，158   126   3，593   121   16，751   125   

計   23，470   117   8，260   134   31，730  121   
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ない。  

1．3 昭和52年雑誌急増の原因   

雑誌が34％増8，260百万円となっているのは、昭和51  

年1月から変更された通関手続きの変更が主な原因であ  

る。すなわち、そのために昭和51年の前年比が37％滅と  

なり、昭和52年の34％増をもってしても、なお昭和50年  

に対して16％滅である。■  

1．4 昭和52年の雑誌の実質輸入額の推定   

昭和52年の雑誌の通関額8，260百万円は、上記の理由  

で、実態を示していない。また通関手続きの変更の影響  

は2年間にわたるので、恐らく昭和53年も昭和52年比35  

％前後の増を示すのではなかろうか。   

そうであるとすれば、昭和53年は11，qOO百万円前後と  

なって、これでやっと通関額が実態を示すこととなる。  

従って昭和52年は、100億円を少し超えたあたりを実質  

輸入額として考えれば良いのではなかろうか。  

1．5 昭和52年雑誌の概況  

昭和50年あたりまで続いた学術雑誌の各年15％前後  

の成長は、昭和51年あたりから停滞し始め、昭和52年は  

5～10％程度の増しかしていないと推定される。   

これは円高による輸入額円価の低下と、予約更新期  

（秋）と急激な円高期とが重なったための発注遅れ、及び  

原産地価格の値上り率減少などに原因がある。   

なおファッション・趣味・娯楽などめフピー・セ㌻ル  

の雑誌の需要は依然好調であるが、シェア一声ヾ高〈ない  

ので全体の輸入額の成長率鈍化傾向をとどめる 

至っていない。  

〔分 析〕  

1．1書籍における過去5年間の平均成長率の観察   

書籍においては、昭和49年4月から郵便物による輸入  

手続きに変更があり、結果的に手続きが促進されたため、  

昭和49年に通関が集中して前年比43％増となり、昭和50  

年はその影響で逆に2％増と低率にとどまった。昭和51  

年、昭和52年には、この影響はな〈なったと考えられる。   

さて、昭和52年は、前年比117％という数字が出てい  

るが、上記のような年次的要因を平均化するために、昭  

和47年を起点として計算してみると、  

昭和47年：昭和51年 56．0％増対前年比各年11．8％増  

昭和47年：昭和52年 82．8一％増対前年比各年12．8％増  

となり、5年間の各年成長率として見る限りは、各年12．8  

％増という数字は我々の実感とかなり近いものである。  

1．2 昭和52年の書籍の成長率17％増について   

昭和52年の書籍が17％増ということは、昭和52年の主  

要6カ国の平均為替相場が昭和51年のそれに比較して7．6  

％円高になっていることを勘案すると、相当に高い成長  

率である。   

業界として見渡す限りは、平均17％の成長とはとても  

考えられない。しかし通関手続き変更の影響は既に終っ  

た所から見て、今年の17％増という数字はまともに受け  

取らぎるを得ない。   

ではどこの部分で成長したのであろうかを以下に考え  

てみたい。  

（1）学術専門書はさして伸びず、例年通り10～15％の  

範囲内であろう。  

（2）円高→値下げ、洋書が安くなったというイメージ  

が定着して、文庫本・語学教育用テキストなどの  

需要が昭和51年に引き続いて高く成長している。  

（3）洋書を置〈書店が全国で推定約1，500店に急増し、  

洋書売場面積が増大したこと。  

（4）韓国・台湾・中国・香港・シンガポール・マンヤ  

などの諸国からの輸入が2倍になっている。ただ  

しこれらの国は、原書の輸入もさることながら、  

日本から印刷を発注して製品を逆輸入している分  

が大きいと思われる。  

（5）直版百科事典など、我々め業界外の所で大き〈伸  

びているのではなナ、か？ただし、新聞、絵本、マ  

イクロなどは、書籍、雑誌の統計には含まれてい  
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2．主要国別通関額  

（表3）昭和52年1－12月主要国別書籍・雑誌輸入通関統計表  

（単位百万円）  

書  籍  雑  合  
国名  

額   前年比  構成比   板   前年比  構成比   額   前年比  構成比   

米   14，225   117％   61％  3，561   127％   43％  17，786  119％   56％   

英   2，385   89   10   1，095   182   13   3，480   106  

西 独  2，481   118   1，OP3   148   12   3，484  126   

仏   829   148   4   566   102   7   1，395   125   4   

3   376   100   5   1，106   126   3   

557   85   2   832  179   10   1，389  124  4   
伊  96   99   0   475   99   6  57】 99   2   

ソ 連   69   80   0   59   311   1   128   122   

その他  2，098  178   9   293   163   3   2，391   176   8  

計   23，470   117％  100％  8，260   134％  100％  31，730   121％  100％   

（表4）昭和48～52年主要国別書籍・雑誌別構成比推移表  

国  善  籍  雑  計  

名  
昭和  昭和  昭和  昭和  昭和  昭和  昭和  昭和昭和   昭和  昭和  昭和  昭和  昭和  昭和  
48年  49年  50年  51年  52年  48年  49年  50年  51年  52年  48年  49年  50年  51年  52年   

％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％   ％  
米  52   57   52   61   61  45．6  45   45   45   43  49．9  53   49   57   56   

英   15．6  16   13   10  14．1  14   13   10   13  15．1  14   13   

西  独  13．3  12   13・5  14   12  13．4  12   13   

仏   3．8   3   3   3   4   6．9   7   5  9  7   4．8   4   4   4   

ス イ ス．  3．1   3   4   2   3   4．1   4   6   3．4   3   4   3   3   

蘭   5．0   3   4   3   2   6．3   8   10   8   10   5．5   4   6   4   4   

伊   1．6   2 2  0   5・6 5  4   8   6   2．9   3   3   2   2   

ソ  連  0．4   0   0   0   0．5   0   O 0   0．4   面   

そ．の 他  5．2   6   6   6   9   3．4   3   3   3   4．6   5   5   8   

計   100  100  100  100  100  100  100  10P  100  100  100  100  1pO  100  100   

おり、日本への輸出努力も目覚ましいものがあるにもか  

かわらず、何故このように減少傾向であるのか。これは、  

昭和51年の平均為替相場が前年比18二6％タウン、昭和52  

年のそれが更に12．7％ダウンということに大きく関係し  

ており、英国における出版価格の上昇を差し引いてもな  

お、輸入額の減少という結束となってレイるのそ、実質的  

にはむしろ増大していると見て良い。   

フランスの2年連続め上昇は、昭和49年以来のシェアー  

〔分 析〕   

2．1ノ 書籍について   

米国は、、昭和51年の36％増に引き続いての17％増であ  

るので、着実ドシェアーを増大している。   

英国は、昭和51年の1％減に計き続いて11％減であっ  

て、シェアーの減少が著しい。異国は、各国の中で一番  

輸出に力を入れ、1977年の輸出総額は19．3％増となって  
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の減少傾向が回復してきていることを示すものであろう。   

スイスの46％増は、前年の31％減の回復である。   

ソ連が2年連続ダウンしているのは、昭和50年の66％  

増の修復作用であろう。   

その他の国が78％増となっているのは、多国間出版事  

業提携が進展している一つの証拠であろう。  

2．2 雑誌について   

雑誌は前述の通りまだ実態を現わしていないので傾向  

のみにとどまる。米国27％増、英国82％増、西独48％増、  

オランダ79％増、ソ連3．1倍、その他63％増も、昭和51年  

実績がそれぞれ36％減、52％減、53％減、54％滅、60％  

減、36％減であったことの修復作用であって、実態は昭  

和53年実績が出た上で3年平均をとらなければ掴めない。  

3．洋書関連商品の通関頼  

（表5）書籍・雑誌に準ずるもの  

（単位百万円）  

商 品名  昭和47年  昭和48年  前年比  昭和49年  l前年比  昭和50年  前年比  昭和5’1年  前年比  昭和52年  前年比   

絵  本   32   4  12％  166  150％  151  91％   97  64％  196  202％   

新  聞   75   82  109   114  139   114  100   110  96  141  128   

楽  譜   246   326  132   345  106   347  101   403  116   428  106   

地図海図   183   258  141   287  111   527  184   523  99   687  131   

印刷書画   198   293  148   596  203   282  47   399  141   460  115   
その他の  印刷物  1，460  1，748  120  3，050  174   3，265  107  2，161  66  1，909  88   

計   2，194  2，711  124％  4，558  168％  4，686  103％  3，693  79％  3，821  103％   

（表6）その他の関連商品  

（単位百万円）  

商 品名  昭和47年  昭和48年  前軋ヒヒ  昭和49年  前年比  昭和50年  前年比  昭和51年  前年比■  昭和52年  前年比   

地球儀  159   139   88％  443  319％   760  172％  601  79％   652  1甲％   

絵葉書等  45   20   44   41  205   17  41   28  165   

カレンタ」－  144   166  115   285  172   311  109   328  105   

写  真  22   22  100   43  195   7  226   76  78   193  254   

写真用 フィノ仏等   253   326  129   445  137   397  89   397  100   382．  96   

計   623   673  108％  1，257  187％  1，582  126鱒  1，ヰ30  90％  1，648  115％   

〔注〕1．0絵本は、幼児用の絵本及び習画本。  

○楽譜は、手書きのもの、絵入りのもの及び製本したものを含む。  

○地図・海図は、その他これらに類する地理学用・気象学用又は天文学用の図を含み、印刷したも  
のである  
○その他の印刷物には、広告用印刷物（ポスターを含む）、広告・宣伝を目的とする物、各種の貿易  

用カタログ（書籍楽譜の出版者のリスト、芸術作品のカタログを含む）、観光案内、印刷されたカ  

レンダーバック、紙又は板紙以外の材料に印刷されたカレンダー等々が含まれている。  
〔注〕2．0地球儀は、天球儀を含み印刷したものである。  

○絵葉書は、クリスマスカードその他の絵入カードを含み、印刷したも‾のである。  
○カレンダーは、紙製又は板紙製のもの。  
○写真用フイルム（Code No．37．05－000）は、写真用の70レート及びフイルム（現像したもの）であり、  

マイクロフィルム・マイクロフィッシュ・ スライド等は、これに含まれる。  
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3．2 地図・海図の需要増は著るしい。昭和52年の通関  

額は、昭和47年に比較して5年間で3．75倍になっ  

ている。写真はもっと凄くて、5年間で8．77倍に  

なっている。  

〔分 析〕   

3．1絵本の急増は昭和51年の36％減の修復作用も含む  

が、全体的に絵本の需要は活発なものがある。  

4．輸出（参考数字）  

（表7）昭和52年1－12月、書籍・雑誌輸出通関統計及び6年間の推移一覧表  

（単位百万円）  

商品名  昭和47年  昭和48年  前年比  昭和49年  前年比  昭和50年  前年比  昭和51年  前年比  昭和52年  前年比   

書 籍  5，599  4，887  87％  5，875  120％  5，748  98％  7，605  132％  8，163  107％   

雑 誌  1，778  1，556  88   1，772  114  1，699  96   2，128  125   2，808  132   

計   7，377   6，444  87％  7，647‘  119％  7，447  97％  9，733  131％  10，971  113％   

〔注〕昭和52年は昭和51年に引き続き成長しているが、円高を勘案すると実質成長はこれを大分下廻る。外国  

の書籍・雑誌の輸出努力、日本の他産業の輸出努力に比較すると、日本の出版産業全体の外国への目の  
向け方が不足しているのではないか。  

以 上  

平均単価は、ウィークリー・レコードに収録された限  

りでは、ハードカバー、ペーパーバックとも10％を少し  

上回った程度の値上りを示している。  

（Publishers Weekly、1978年2月20号より）  

「英国出版社の売上高」  

英国の出版社の1977年第3四半期の売上高が発表され  

た。国内では74，291千ポンド、輸出は58，521千ポンドで、  

合計132，912千ポンドである。これを前年同期と比較す  

れば、国内は20％増、輸出は19．3％増で、合計では19．7  

％増である。輸出が全体に占める割合は44．1％であり、  

これは変らない。なお、このうちハードバックは19％増、  

ペーーノヾ－バックは23．5％増であった。版権料等は逆に  

11．2％減少した。  

1977年1年間の総売上高は、およそ485百万ポンドと  

推定されている。これに海外の英国出版社の子会社の売  

上高約55百万ポンドを加えれば、総額約540百万ポンド  

になる。国内の売上げと輸出の比率は車々ぐらいで、や  

や輸出の方が大きい模様。なお、1976年の総売上高は405  

百万ポンドであったから、インフレ分を差し引いても、  

好調な伸びと云えよう。  

（The Bookseller、1978年2月18日号より）  

一紀伊囲屋書店提供－  

海外ニュース  

「アメリカの出版統計」  

パブリッシャーズ・ウィークリー誌2月20日号は、さ  

まざまな形で1977年のアメリカの出版業界の回顧をおこ  

なっているが、この中に出版統計もまとめて発表されて  

いるので、その要約を紹介する。   

出版社の売上げ高は、まだ推計にすぎないが、かなり  

伸びた模様である。AAP（米出版協会）が入手した96杜  

の集計結果では、成人向ハードカバー本 、聖書類、科学・  

技術書、ビジネス関係書、医学書などは、前年より約11  

％増、児童向ハードカバー本と通信販売は13％ないし14  

％増、大衆市場向ペーパーバック、大学出版局のペーパー  

バック 、ブッククラブ本は15％ないし16％増、成人向ト  

レードペーパーバックは24％増を示している。小中高校  

教材は12％以上、大学教科書は約6％の伸びである。   

返本率は依然として高い。売上げ高に対する返本の比  

率はこ成人向一般書ハードカバー本では約20％、大衆市  

場向ペーパーバックでは約33％、成人向トレードペーパー  

バックでは15％以上、ブッククラブでは14％以上、大学  

教科書顆では約17％である。   

捻出版点数は、まだ確定した数字は出ていないが、ほ  

ぼ1976年なみか微増にとどまるようである。  

（／   
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海外出版貿易㈱  ℡292－4271  

The GermanJournalof Psychology －A Quarterly of   

Abstracts＆ReviewArticles－（VerlagfdrPsychologie，   

G6ttingen）  ￥18，200   

研  友  社  ℡943－0178   

SalzburgStudiesinEnglishLiterature．  

Under the Direction ofProfessor Erwin A．Storzl＆Dr．   

James Hogg 

Elizabethan＆RenaissanceStudies，60titles  

JacebeanDramaStudies，72titles  

PoeticDrama＆PoeticTheory，32titles  

RomanticReassessment，65titles  

alsoinpreparation．各Series個々のTitlesについてはお聞い  

合せ下さい。  

㈱ 神 田教文館  ℡－294－0883   

DeGraafPublishers．Netherlands．  

OriginalTitles，Reprints，and Facsim山e Editions．300  

Titles．   

㈱紀伊国屋書店  

GEODEXINTERNATIONALINC．，U．S．A．al1Publica－  

tions   

丸  善 ㈱  ℡272－7211  

Troutman，R．C／MicrosurgeryoftheAnteriorSegmentof  

theEye．（Mosby）  

Vol．2：Co∫ea．’77．324p．‖……．Ca￥15，670  

㈱ 国 際 書 房  ℡292－4951  

来 日 外人名簿  

2月上旬 MLRobertSarsfield，MarketingDirector，Phai－  

ddnpressLtd．   

JI Mr．Geoffrey Wright，InternationalMarkethg  

Director，ThomasNelson   

l／  Mr．HenryJ．Secor，Director ofSales，Collier－  

Macmi11anInternational   

J／   Mr．Charles Lewis，Administration Manager，  

International Division，Oxford University  

P工eSS   

I／  Mr．JohnNichoIson，RegionaIManager，Oxford  

UniversityPress   

II  Mr．RolandLam，President，LittonEducational  

Publishing，Inc・   

〝  Mr．NigelSisson，Sales Director，Hamish  

HamiltonLtd．  

2月中旬 Mr．DanielN．Fischel，Vice President and  

GeneralManager，Professional＆Reference  

BookDivision，McGraw－HillBookCompany   

II  Mr．G6rard Hamon，Directeur Asie Oc占anie，  

GroupeInternationalHachette  

住居番号変更のお知らせ   

住居表示の実施により、下記の通り名称が変更となり  

ますのでお手許の会員名簿の訂正をお願い致します。  

〒530大阪市北区中之条2－3－18  
新朝日ビル   

〒530大蔽市北区堂島3－2－7  

〒530大阪市北区芝田2－1－18  
西阪急ビル   

〒530大阪市北区松ヶ枝町7－22  
高橋ビル東6号館   

〒530大阪市北区角田町8－7  
阪急百貨店内   

〒530大阪市北区梅田1－2－2－1劫0  
大阪駅前第2ビル  

〒530大阪市北区芝田1－10－2  
第一山中ビル  

北尾書籍貿易㈱  

㈱ 厚 生 社  

㈲ 経 書 房  

オーヴィス㈱  

㈱梅田書房  

㈱大阪洋書   

洋書輸入協会  
関 西 支 部  

EEEInc．  

1977MIDCONConferenceRecord．   

1977．760pages．  新着在庫￥45，000  

お 知 ら せ   

㈱ブックス フォ ジャパン  ℡263－6804  

Thomas Nelson＆Sons Limited Lincoln Way，Windmi11  

Road，Sunbury－On－Thames，MiddlesexEngland  

3月1日よりRepresentativeを開始。  

総代理店 ご案内   

次の通り日本総代理店の案内がございました。お手許  

のAgent Listにご記入賄います。  
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WESCON／ELECTROに次ぐ斯界重要文献．〝  

1977年MIDCON 会議議事録  
1977仙IDCON CONFERENcE RECORD，VOL．1   

AcompilationoftechmicalPaPerSPreSentedatMidcon／77ElectronicShowand  
ConventionatHyattRegencyO’Hare，Chicago，November8rlO，1977  

1977  760pages  新着在庫  ￥45，000  

Titles of tlle25ConferenceSessions  

1AutomatedSoftwareDesignTooIs  

2 Update on Minimum Chip Microcomputer   

Systems  

3 Design Techniques for ElectromagneticCom－   

Patibility  

4 Fundamentals ofSpread Spectrum Communi－  

Cations  

5 FrontiersinMedicalSignalProcesslng  

6 Software EngineeringTools 

7 Product Liabiliti，：Domestic ＆International   

Applioations  

8 NewApproachestoMob址eCommu・nications  

14 ArchitecturalTrendsinMicro－BasedComputer  

Systems  

15 Microprocessors：InterfacingWith the Outside  

World－No．2  

16 TrendsinHFandVHF／UHFAntennaDesign  

17 NewTechniquesinAutomaticTesting  

18 Microprocessors：InterfacingWith theOutside  

World－No．3  

19 ComputerAidedDes短n＝ApplicationandTech－  

nlqueS  

20 AnalogCircuitFaultDiagnosis：PracticalImple－  

mentationinHighVolumeManufacturing  

9 Methods of Diagnostic Imaging in Medicine 21Home Computers：The Next Billion Dollar  
10 Micro－Assemblers：APrototypingToolforBit－  

Slice Design 

llMicroprocessors：InterfacingWiththe Outside  

World－No．1  

12 DigitalCommunications：Hardware，Analysis＆  

Design  

13 AdvancedBatterySystems  

Market  

22 Minicomputer＆MicroprocessorApplications  

23 Processing and Applications of Data from  

SatelliteBasedRemoteSensors  

24 NewDevelopmentsinSemiconductorMemories  

25 FaultIsolation of Analog Printed Circuit  

Boa∫ds  

■Midconは、1977年に創刊されたエレクトロニクスに関する新しい議事録です。WESCON、ELECTRO   

と併せてご用命のほどお願い致します。  

－1977ELECTRO（Formerly：IEEEINTERCON）、1977WESCON及びバックナンバーにつきまして  

は係まゼぉ由合せ下さい（在庫有）。  

ELECTRO／MIDCON／WESCON  本  社：東京都千代田区神田小川町3－5  
〒101TEL o3（292）4951㈹  

日相代理店誓豊国際書房  
札幌出札  

ハ 
通り西15丁目  
イム507号室  

621）3997  

昭和53年3月  通巻第131号  洋書輸入協会  編集者 寺久保一重  

面103 東京都中央区日本橋1丁目20番3号 藍沢ビル302号室  ℡271－6901  

尋530 関西支部 大阪市北区芝田1－10－2 第一山中ビル ℡371－5329  
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